



























タ・アンであった。（1）この条約締結は王政復古から 10 年後の事であり、そのうち 8 年は「クラ
査読付論文
1） cf. C.L.Grose,’Louis XIV’s financial relations with Charles II and the English Parliament’, Journal of 
Modern History,v.1（1929）,p.178； R. Hutton, ‘ The making of the Secret Treaty of Dover,1668-1670’, 
Historical Journal,29,2（1986）,p.298； K.H.D.Haley, An English Diplomat in the Low Countries （1986）,pp.263-66；
K.Feiling,’Henrietta Stuart, Duchess of Orleans, and Origins of the Treaty of Dover,’EHR,47（1932）；
M.Lee’ The Earl of Arlington and the Treaty of Dover,’ Journal of British Studies,1（1961）； A.A. 
Nitchell ,’Charles II and the Treaty of Dover 1670,’ History Today （1967）； J.R.Jones, The Anglo-Dutch 
Wars of the Seventeenth Century（1996）,ch.8, The Third War,1672-74. 浜林正夫『イギリス名誉革命史』





ンドン法典）が厳しく、加えてペスト大流行（1665 年 4 月）・ロンドン大火（1666 年 9 月）・
第二次英蘭戦争（1665 年 3 月 -67 年 7 月）という災禍が重なった。それによる社会不安の元凶








（1667-68 年）は、ルイ十四世の王妃マリー・テレーズがスペイン王フェリペ 4 世の子であり












3） 1667 年の第 2 次英蘭戦争を終結させるブレダ条約による英蘭間の講和に同じ新教国のスウェーデ
ンが加わったものである。ルイ十四世のフランドル戦争とエクス・ラ・シャペル条約・三国同盟に
つ い て 次 を 参 照。cf.Haley, op.cit.,pp.175-7,231-6 ；P.Sonnino, Louis X Ⅳ and the origins of the Dutch War 
（1988）,pp.28,32,37 et al.. 千葉治男『ルイ十四世 フランス絶対主義の虚実』（1971 年）、148-154 頁；佐々
木真『ルイ十四世 太陽王とフランス絶対王政』（2018 年）、57-63 頁；長谷川輝夫『聖なる王権ブルボ
ン家』（2002 年）、134-139 頁；P. バーク（石井三紀訳）『作られた太陽王 ルイ十四世』（2004 年）､101-8
頁。
4） P. ガクソット（内海利朗訳）『フランス人の歴史 2』（1973 年）、552 頁。立石博高他編『世界歴史体系

















宣言する約束に対して 200 万リーブル（14.6 万ポンド）を支払う、という誘いをかけた。それ
が「ドーヴァーの密約」である。














8） 英蘭同盟は、ブレダ条約にその素地があり、第 3 次英蘭戦争からイギリスが 1674 年のウェストミンス
ター条約で早々と引き上げ、1677 年にチャールズ二世の姪メアリとオレンジ公ウィリアム三世との成
婚で固められる。cf.,K.H.D.Haley, ’The Anglo-Dutch Rapprochement of 1677’, Eng.H.R., vol.73（1958）；
C.L.Grose,’The Anglo-Dutch Alliance of 1678 pt.1,pt.2’, Eng.H.R., vol.39 （1924）.
9） 「密約」冒頭の there shall be for ever a good, secure･･･alliance を恒久的同盟とした。English Historical 

























11） Hutton,op.cit.,p.297.「密約」の動機についてハットンが整理した 5 つの見解を代表する史家とその著作
は次の通り。
　　 第 1 の見解；K.Feiling, British foreign policy 1660-1672（1930）,p.275.
　　 第 2 の見解； C.H.Hartmann, The King my brother（1954）,ch.XIII-XVIII；H.D.Haley,The earl of Shaftesbury
（1963）,ch.13；D.Ogg, England in the reign of Charles II（1956）,I,ch,IX；
　　 第 3 の見解；A.Bryant, King Charles II（1955）,ch.VIII.
　　  第 4 の見解；M.Lee,The cabal（1965）,ch.3；J.R.Jones, Country and Court（1978）,ch.8.
　　 第 5 の見解； J. Miller, Popery and Politics in England,1660-88（1974）,ch.6；do, James II： a study in kingship









突き上げによって第二次英蘭戦争（1665 年 2 月－ 67 年 7 月）が始まり、「36 か月月割査定税








陥れた。（15）第二次英蘭戦争の総支出は 5,250,000 ポンドで（議会供与などの）総収入は 5,367,000
ポンドでほぼ拮抗していた。しかし戦争中に（本来 120 万ポンドあるべき）経常収入は関税・
消費税・炉税の 3 大間接税の収益が落ち込みによって 1663 年から 1667 年にかけて 845,000 ポ
ンドから 650,000 ポンドへと激減し、負債額も 250 万ポンドに膨れ上がった。（16）しかし、戦争




化させようとした（67 年 10 月）。それでも、議会からの支援の取り付けには難渋した。「ドー
ヴァーの密約」は国王権力がこうした苦境を脱出するための窮余の一策であった。
　国王を取り巻く苦境は、議会の批判という国内的要因に加え外交的修羅場における列強の合
従連衡によって厳しさが増した。すでに見たように 1667 年 5 月にスペイン領ネーデルランド








17） ただし第 9 会期 70 年 2 月～ 71 年 4 月に「買収将校」クリフォードによる議会工作が猛然となさ
れた結果「チャールズ二世治世最大の議会供与」がなされた。また永代借地地代売却もなされた。


























1 月 23 日）。（20）フランスはここで折れ「怒りを飲み込んで」、1668 年にエクス・ラ・シャペル
でスペインと講和した。（21）
　三国同盟が 1668 年 1 月 23 日に結ばれその圧力によってエクス・ラ・シャペルの和約・アー
18）Feiling, British Foreign Policy,pp.371-2.
19）Feiling, ibid., pp.342-55； H.H. Rowen, John de Witt（1978）,ch.33.































21） ハットンは、フランスとスペインの講和を 1668 年 4 月 22 日としている。Hutton,op.cit.,p.300. エクス・
ラ・シャペルの和約 = アーヘンの和約は同年 5 月 2 日である。長谷川輝夫『聖なる王権ブルボン家』、



































































24） Feiling, op.cit., pp.277-9； Rowen, John de Witt,pp.717-21； C.S.P. Venetian., （1669- 70）,pp.37,62-3.
25） Feiling, op.cit., pp.280-1. ドイツ・プロテスタント君主に同盟を持ち掛け、サクソン選帝侯に紋章官を派
遣し、スカンジナビア諸国間の調停役を買って出、サボアと交易交渉をし、デンマークと防衛協定を
結んだ。Hutton,op.cit.,p..302.



















の要求に対して年額 23 万ポンドを示し、フランス海軍にイギリス艦 30 艘を合流させるだけで
よしとした。イギリス艦 30 艘では北海の制海権は確保できず北海をみすみすフランスに明け
渡すことを意味した。これを避けるためにフランス艦 30 艘に対してイギリスは軍艦 60 艘を供















































29） Feiling, op.cit., pp.298-9； Rowen, John de Witt,pp.729-30； C.S.P.Venetian.,（1669- 70）pp.158-9.










ない。国内的要因の最たるものは財政問題であった。1667 年～ 8 年の経常収入（三大間接税）
プラス雑収入の合計は 839,000 ポンドであった。枢密院は 68 年 7 月に支出をこの収入水準にま
で切り詰める計画を示したが、68 年 10 月に大蔵委員会はこれを実行不能であるとした。大蔵
委員会が示した「経費削減計画」では、翌 69 年の収入が 1,030,000 ポンド、支出が 1,006,378 ポ
ンドという予測値を出した。この数値も楽観的ではあったが支出削減の努力がなされ 68 年か
ら 70 年にかけて支出は 110 万～ 120 万ポンドに抑えられた。しかし第二次英蘭戦争後（67 年）








ら、課税承認に容易に応ずるものと思われた。しかし議会（第 7 会期）の財布のひもは固く 68
年 5 月に艦隊装備費のための「ぶどう酒と火酒等への追加関税」（18&19Car.IIc.6）を承認した
だけであった。この税の収益は 31 万ポンドと見積もられていたが、70 春までにその三分の二
を上げるに止まった。（33）
　この財政的困窮からみて、チャールズがカトリック改宗宣言に対して事前に 20 万ポンドを
31）酒井「過渡性・上」、500 ～ 508 頁。
32） Hutton,op.cit.,p304. こうした状況を打開するための方策としてダウニング考案の新借入政策「支払指図
証」の発行が実行された。酒井「チャールズ二世の国庫支払い停止と銀行家債務」熊本学園大学『経











前の 1670 年 5 月に、海軍当局に必要経費額を下問した時、海軍は既存の負債と現行の経費と
して 100 万ポンドが必要と答えた。69 年 12 月の下交渉で、チャールズの代理人がフランスに
100 万ポンドの補助金を求めたが、これは掛け値なしの必要額で、ルイに密約を思い止まらせ
るために誇大に提示した額ではなかった。ただ 70 年 5 月の時点で、50 艘の艦船を出航費に限
れば 26.6 万ポンドという算定もなされており、密約に盛られる 60 艘のイギリス艦船を供出す
る用意はイギリス側にあった。ルイはイギリス艦船 60 艘の出航に対して年額 23 万ポンドの補










33） 酒 井『 近 代 イ ギ リ ス 財 政 史 研 究 』（1989 年 ）、163･166 頁､ Hutton, op.cit.,p.304,n.28； C.Robbins
（ed.）,The Diary of John Milward （1938）,pp.179-285ff.； C.J. ,IX,p.53ff； L.J. ,XII,p.181ff； C.T.B. （1669-72）, p.x ； 
Statutes of the Realm,v,630-5. ただ経費削減政策がなされる一方で戦後の混乱から景気が回復するととも
に 69 ～ 70 年に経常収入が 954､ 000 ポンドにまで増え当年度支出額に均衡するまでになった。しかし
300 万ポンドに上る累積負債の削減という課題は未解決のままであった。熱心なカトリック教徒クリ
フォードは自ら秘密交渉に携わった 70 年の「ドーヴァーの密約」によるフランス資金の獲得を策しな
がら、一方で、「買収将校」として議会工作を行い騎士議会第 9 会期（1670 年 2 月 14 日～ 71 年 4 月
22 日）に「チャールズ二世治世最大の議会供与」を実現している。Chandaman, English Public Revenue 
,pp.218-21；酒井「過渡性・上」、504-6 頁。











た。アーリントンは三国同盟（1668 年 1 月）の立案者でもあったことからみても「ドーヴァー














35）D.Ogg, England in the Reign of Charles II,1,p.327.




きをなしえなかった。自ら熱望していた大蔵卿の職に子飼いのクリフォードが就き、しかも 73 年 6
月に「審査律」に従ってクリフォードが大蔵卿を辞職した後任にダンビィが就いてアーリントンの退
潮は決定的となった。cf. M.D.Lee,’The Earl of Arlington and the Treaty of Dover’, Journal of British 
Studies,1- 1,（1961）；A.A. Nitchell ,’Charles II and the Treaty of Dover 1670,’ History Today （1967）.
37）Feiling, op.cit., pp.267-70.
38）Hutton,op.cit.,p.307.

































ンスの補助金として、1671 年のうちに 14.6 万ポンドが支払われたが、公的な改宗宣言はついになされ
ず、72 年 3 月の信仰自由令の公布がその代替をなした。カトリック改宗はあくまで補助金獲得の手段
であった。こうした経過からみてプロテスタントのバッキンガム公は文字通り煙幕として利用された
だけであった。後にルイ十四世がチャールズ二世に「プロテスタント版ドーヴァー条約」を内々に破








批判によって海軍財務長官の任を一時停職にされ (1668 年 )、またオーモンド伯は批判に対す


















認めつつ、チャールズの意思は 1 月 22 日の会合によって固められたのでなくそれ以前の妹ア
ンとの交信の中で既定のものになっていたとする。（45）
　チャールズとジェイムズの兄弟は「ドーヴァーの密約」の秘密外交に協力したが、兄チャー
43） ハットンはこの 3 名の罷免はカトリック改宗宣言の準備の一環であったとしている。Hutton,pp.307,10.
上野格他『アイルランド史』（2018）、129-33 頁。ハットンはオーモンドの後任に王璽卿ジョン・ロ
バート卿がなったとしているが、その間にオソリ伯トーマス・バトラーが 1669 年 5 月から 70 年 2 月
まで総督に就いている。T. Venning, Compendium of British Offi  ce Holders（2005）,pp.532-3.cf.J.McGuire,’
Why was Ormond dismissed in 1669?,’Irish Historical Studies, XVIII（1972-3）.

































47） 酒井「過渡性・上」、501 頁。Hutton,op.cit.,p.312, 逆にアイルランドとスコットランドでは、遠方で委
員会が過大な独立性を持つのを警戒して責任ある個人を用いて統治した。





























49） クラレンドン法典（1661 年の自治体法、62 年の礼拝統一法、64 年の集会法、65 年の五マイル法）に
ついて、浜林『名誉革命史』、59-65 頁。
50） ただし、後述のとおり 1670 年 2 月に「第二集会法」が成立している。Robbins（ed.） Milward’s diary, 
pp.179-80et al.；Cobbett’s Parliamentary history of England, IV（1808）,p.413； W.Simon, ’Comprehension 






























































　「ドーヴァーの条約」は、極秘裏に結ばれた密約（1670 年 5 月）と公開された公的なもの
（1670 年 12 月）と二つあり、密約はごく少数の側近だけで進められ、公的なものは修正の上公
表された。こうした特異な条約を結ぶことは国王にとっても綱渡りの作業であった。そのため
に国王チャールズ二世自らが隔絶した優越性を確保しておかねばならなかった。助言者・側近
54） Hutton,op.cit.,p.316,n.97；C.J. ,IX,p.102ff； Westergaard（ed.） First Triple Alliance, p.205；Statutes of the 
realm,V.648-51； C.S.P.V.,（1669-70）,pp.173ff.











は、国王・庶民院の関係正常化に役立った。（58）こうして 1670 年 2 月からの新たな会期が国王













































イギリスは戦線離脱した（74 年 2 月。ウェストミンスター条約）。共和派でフランス寄りのヤ
ン・デ・ヴィットの暗殺に続いて総督に就いたウィリアム三世が洪水作戦で徹底抗戦をしフラ






















～ 3 月）。「密約」はカトリック改宗について 15 万ポンド、オランダ戦加担について年額 22 万
ポンドをフランスが支払うことを定めていた。（1672 年 5 月の開戦から 2 年支払われたため支
払実額は 44 万ポンド。）チャールズが当初フランスに求めたのは、カトリック改宗宣言につ
いての 20 万ポンドとオランダ戦加担についての年額 80 万ポンドの支払であった。（62）フランス
はこれを高額すぎるとして、それぞれを 15 万ポンドと年額 22 万ポンドに減額した。当初のイ
ギリス側の要求が通っていれば、年額 100 ポンド（20 万 +80 万）のフランス資金が入ること
になり議会の「財布の支配」からの独立もかなうやに思われる。しかし実際には「ドーヴァー
の密約」による収入は二カ年で 60 万ポンド弱であった。カトリック改宗宣言で得られる 14.5
万ポンドはイギリスにとって純益といえる。しかし、オランダ戦のバランスシートは、総支出
が 552 万ポンド、総収入が 488 万ポンドで 64 万ポンドの赤字であった。フランスからの補助

















































































































































船 fire-ships10 艘を用意し、これに上記最上のキリスト教徒国王は、最小のものでも 40 門のカ
ノン砲を搭載する優良なフランス小艦隊 squadron と艦隊 fleet にふさわしい十分な数の、必
要ならば上限 10 艘の、焼打船を合流させる義務を負う。このフランスの補助小艦隊 auxiliary 















毎年 300 万リーブルを支払う義務を負う。その最初の支払は 75 万フランスリーブルとし、宣
戦布告の三か月前になされる。同額の二回目の支払は上記宣戦布告の際になされ、残額 150 万
リーブルの支払は上記宣戦布告後六か月後になされる。その後、750 万リーブルの最初の支払
いは 2 月 1 日になされる。同額の二回目の支払いは月 1 日になされる。150 万リーブルに上る
三回目の支払いは 10 月 1 日になされる。上記グレイトブリテン国王の指図書に対してカレー、
ディエップないしアーヴルデグラースにて地金で支払われるか、あるいはありうる損害や危険
や費用を最上のキリスト教徒の国王が負担する為替手形でロンドンに送られる。また上記グレ
イトブリテン国王は、上記 30 艘の戦艦 vessells と 10 艘の焼打船からなるフランスの補助艦の































※  本付録は史料集 English Historical Documents 1660-1714,ed.,A.Browning （1953）, pp.862-67 にある史料番
号 337 番の「ドーヴァーの密約」の英文版の邦訳である。この史料の出典は J. Lingard, History of 
England,ed.1874,IX,pp.251-254 とある。同個所は、Lingard の著書の APPENDIX, NOTE BBBB にある。


































　両王がその義務を負うことの誓約として上記委員と大使は本条約に署名し印章を捺す。1670 年 5 月 22
日ドーヴァーにてイギリス側 4 名フランス側 1 名の署名
「別記条項」
1. チャールズ二世が 6000 の兵を割けなければルイ十四世は 4000 で満足する。
2.  ヨーク公が艦隊指揮を退いた場合、公が有するすべての指揮権はイギリスの提督が享受する。
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  The secret treaty of Dover which was concluded between Charles 
II and Louis XIV on 22th May 1670, was composed of three points, 
1. a perpetual alliance of two countries, 2. Charles II’ declaration 
of conversion to Catholicism in return for Louis’ payment of ￡
150,000 and the dispatch of French troops against anti-Catholic 
riot, 3.the entrance into war against Dutch in return for annual 
Louis’ payment of ￡225,000. Official treaty of Dover signed on 21st 
Dec. 1670 said nothing about point1 and point2. Even though the 
Anglo-Dutch war resulted in financial failure in spite of French 
subsidy and the conversion to Catholicism which was concealed 
in official treaty, was not sincere but just means to get French 
subsidy, the secret treaty of Dover implied the king’s independence 
from English parliament through the reliance on France and the 
inclination to absolutism of the restored monarchy.
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